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全国育樹祭 1周年・
全国植樹祭 10周年記念大会が開催されました
～100年先に続く森林づくりを目指して～
ちょうど 1年前に第 39回全国育樹祭を行ったこの地で、10月 9日、
100年先の森林づくりを目指して、記念碑の除幕や式典などのセレモニーが行われました。
森にかこまれた緑地公園を舞台に、オカリナや和太鼓の演奏、
地元の子どもたちによる鼓隊演奏や谷汲踊りが披露されました。

【育樹の碑】
　第 39 回全国育樹祭 1 周年を記念し、寄贈された揖斐石に
　古田岐阜県知事が揮毫した「育樹の碑」の文字を刻んだ碑が建てられました。
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前
　
日

当
　
日

みんなが
家族になれる日がやってくる

いびがわマラソン大会テーマ

応援する人も、ボランティアもランナーと一緒に走ってる

11月12日土
会場　地域交流センター周辺

選手受付（安心カード提出）
12:00 ～19:00

金コーチ＆優ちゃんの
ランニングミーティング＆サイン会

13:30 ～16:00

11月13日日  ※いびがわチャンネルで生中継！

　メイン会場　地域交流センター周辺
　ゴール会場　揖斐川町役場

選手受付（安心カード提出）　6:30 ～ 9:00 まで
フルマラソン 10:00 スタート
ハーフマラソン 10:40 スタート
ウォーキング 10:45 スタート（ハーフ後方より）
※ウォーキングは当日受付もあります！(先着300名・朝９時まで)

2016
11/13日

いびがわマラソン実行委員会事務局　　TEL 23－0117　　FAX 23－0121
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大会を盛り上げるゲストの皆さん

フルマラソン
83 歳

ハーフマラソン
83 歳

今年は 29 回目を迎えるいびがわマラソン ! 今年は、全国から10,180 人のランナーを迎えます。
大会当日は、大勢のランナーが、「いびがわマラソン」を楽しみに揖斐川町へやってきます。
応援する人、ボランティアで参加する人、ランナーとして参加する人、みんなが一体になって大
会を盛り上げていきましょう。皆さんのご参加をお待ちしております。

いびがわの顔、西田ひかるさんが、今
年もやってきます。ひかるさんは、１万
人のランナーをお見送りされる度
に、感動でいっぱいになるとのこと♪
今年も大勢のランナーにパワーを
おくってくださいます。

男
性

フルマラソン
69 歳

ハーフマラソン
76 歳

女
性

種目別最高年齢 年　代　別

種　目　別 地　域　別

4,000
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3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
10代    20代    30代    40代    50代    60代    70代    80代

ランナーのエントリー状況

ハーフ男子
2,591人
25.5%

フル男子
5,144人
50.5%

フル女子
903人
8.9%

ハーフ女子
1,542人
15.1%

エントリー
総数

10,180人

ランナーの強い味方、金コーチ
が、市民ランナーを支え、ゴール
へと導きます。

NHK『ランスマ』で、スマイル
ランナーとして活躍した中村優
さんが、やってきます。金コー
チとの名コンビは必見です。

ゲ ストランナー 中村優さん

スペシャルコーチ 金哲彦さん

スペシャルサポーター 西田ひかるさん

59人
0.6%

102人
1.0%

8人
0.1%

920人
9.0% 730人

7.2%

2,200人
21.6%

2,412人
23.7%

3,749人
36.8%

関東・甲信越
289人
2.8% 中国

12人 
0.1%

九州
15人 
0.1%

海外
13人 
0.1%

北海道
12人 
0.1%

東北
9人 

0.1%四国
10人 
0.1%

北陸
118人
1.2%

近畿
※三重以外
390人 
3.8%

静岡
81人
0.8%

岐阜
3,785人
37.2%

愛知
4,891人
48.0%

三重
555人
5.5%
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ワクワクどきどき
1 万人のスタートを見よう！
フルマラソンは10:00 に 6,000 人が、ハーフマラソンは
10:40 に 4,000 人が、それぞれスタートします。
揖斐高 & 揖斐川中吹奏楽部の皆さんが応援曲を演奏する
中、ゴールを目指します。

アイデア応援がランナーをゴールへ
どんな紙でもいいので、自分の思いを掲げて、ランナーを応

援してみては？メッセージはランナーの心に伝わるよ♪

ランナー 10,000 人を応援しよう
全国から集まるランナーにいびがわを楽しんでいただきま
しょう。ランナーにとってあなたの応援が大きな力に！
応援マップをみて出かけよう。

いびがわウォーキング
今年も、ひかるさんが参加予定。現在も役場マラソン事務局、
地域交流センター、健康広場で参加受付中です！
◆参 加 賞　T シャツとジャガイモ ( 北海道芽室町産 )
◆参 加 費　1,000 円
◆スタート　10：45（ハーフマラソン後方より）

ゲストの皆さんと一緒に楽しみたい !
メイン会場では、8 時からゲスト紹介や開会式、スタート
セレモニーを開催。メインステージでは、高石ともやさん
のライブも行われます！

お茶目大賞は誰かな？
今年も、コスチュームを着たランナーが、沿道の皆さんを
楽しませながら、走りぬけます！ミニー、ピエロ、パンダ、
スパイダーマン・・・
今年はどんな衣装で登場するか楽しみ♪

地域応援を楽しもう
沿道では思い思いの応援が、繰り広げられます。園児
の太鼓・バンド演奏やおばば太鼓など、今年も盛りだ
くさん。ランナーと一緒に楽しめそう！

旨い＋安い　物産展がいっぱい！
ソーセージ、うどん、豚汁、北海道芽室町名物、いび茶、
串カツ、おでん、スイーツ・・・
おいしいアレコレにお土産もいろいろ楽しめます！

あ
な
た
は
、ど
こ
で『
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
』に
参
加
し
ま
す
か
？

いびがわマラソン実行委員会事務局　23-0117　FAX23-0121

私は会場派 !
いっぱい食べて、

スタートでひかるさ
んとランナーを見

送るわ。

僕はコース派 !
「その調子、いい走
りだよ」とランナー
を応援するよ。
ハイタッチも楽し

みだな。
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10
月
9
日（
日
）、
全
国
育
樹
祭
1
周
年
を

記
念
し
た
行
事
が
谷
汲
緑
地
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
で
は
、竹た
け

下し
た

景け
い

子こ

氏
、

湧わ
く

井い

史し

郎ろ
う

氏
、
井
い
の
う
え上
恭き
ょ
う

介す
け

氏
が
森
を
テ
ー
マ

と
し
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
緑
地
公
園
で
は
、
森
や
木

に
関
す
る
展
示
や
体
験
が
で
き
る「
森
と
木

の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
」、
自
然
環
境
の
中
で

未
就
学
児
を
育
て
る「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」

体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
・
環
境
税
を
利
用
し
た
森
の
よ
う
ち

え
ん
体
験
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
県
内
外
の
親
子

２
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
公
園
内
の
山
道
を
探

検
し
、
ど
ん
ぐ
り
を
カ
ッ
プ
い
っ
ぱ
い
に
集

め
た
り
、
広
場
で
は
、
木
の
皮
め
く
り
や
木

を
使
っ
て
工
作
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
思
い
に
森
の
魅
力
を
満
喫
し
ま

し
た
。

９
月
23
日（
金
）
か
ら
25
日（
日
）
の
間
、

第
70
回
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
岐

阜
県
全
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
全
国
規
模
で

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
県
内
の
全
市
町
村

で
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
種
目
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
で
は
、
25
日（
日
）
に
、
岡
島

河
川
公
園
で
、「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
」
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
21
歳
か
ら

85
歳
ま
で
の
男
女
１
２
１
人
が
参
加
し
、
羽

の
つ
い
た
ボ
ー
ル
を
か
ご
型
の
ホ
ー
ル
目
指

し
て
打
ち
込
む
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ど
の
参
加
者
も
笑
顔
を
交
え
、
健
康
な
身

体
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

９
月
28
日（
水
）
か
ら
10
月
５
日（
水
）
ま

で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
市
と
の
マ
ラ
ソ
ン
交
流
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ

ん
が
、
10
月
１
日（
土
）
の
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー

ジ
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
、完
走
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

鈴す
ず

木き　

聖と
し

夫お	

２
時
間
31
分
29
秒

（
男
子
フ
ル
15
位
）

田た

村む
ら　

あ
す
み	

３
時
間
１
分
７
秒

（
女
子
フ
ル
28
位
）

藤ふ
じ

原わ
ら　

慶よ
し

和か
ず	

３
時
間
６
分
20
秒

（
男
子
フ
ル
１
８
１
位
）

澤さ
わ

野の　

麻ま

美み	

４
時
間
22
分
57
秒

（
女
子
フ
ル
１
１
０
９
位
）

粕
川
ふ
れ
あ
い
市
場
の
地
域
農
産
物
や
加

工
品
を
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
、
改
装
工
事

を
完
了
し
、
9
月
10
日（
土
）
か
ら
営
業
を

再
開
し
ま
し
た
。

店
内
に
は
旬
の
野
菜
が
並
び
、
多
く
の
買

い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
農
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー
は
、

雨
風
な
ど
の
、
天
候
の
影
響
を
受
け
ま
し
た

が
、
改
装
工
事
で
、
外
か
ら
の
見
通
し
の
良

い
ガ
ラ
ス
窓
に
よ
る
外
壁
を
設
置
し
た
こ
と

に
よ
り
、
４
月
に
整
備
し
た「
そ
ば
の
駅
い
び

が
わ
」
と
と
も
に
、
年
間
を
通
し
て
利
用
で

き
る
施
設
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
部
を
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
し
た
ほ

か
、
町
の
観
光
案
内
所
と
し
て
も
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

▲ホールに向けてスイングする参加者

▲農産物販売コーナーに訪れたお客ら

▲左から藤原さん、鈴木さん、田村さん、澤野さん

▲きのこを発見（森のようちえん体験より）

全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
開
催

～
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
～

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン

国
際
交
流
事
業

粕
川
ふ
れ
あ
い
市
場

農
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

全
国
育
樹
祭
か
ら
一
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
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9
月
10
日（
土
）
か
ら
19
日（
月
）
ま
で
、

「
平
成
28
年
度
揖
斐
川
町
敬
老
会
」
が
町
内

在
住
の
77
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
21
会
場
で

開
催
さ
れ
、
約
１
５
０
０
人
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

敬
老
会
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献

さ
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
敬
愛
し
、
長
寿

を
お
祝
い
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

式
典
で
宗
宮
町
長
は「
町
の
歴
史
・
伝
統
・

文
化
を
受
け
継
い
で
こ
ら
れ
た
皆
さ
ま
の
知

識
と
経
験
を
今
後
も
活
か
し
て
い
た
だ
き
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
式
典
の
ほ
か
、
園
児
や
文

化
団
体
な
ど
に
よ
る
多
彩
な
催
し
が
行
わ

れ
、参
加
者
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

９
月
14
日（
水
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
第
19

回
中
学
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
認
定
書
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
マ
ラ
ソ
ン
で
交
流
の
あ
る

ア
メ
リ
カ
ユ
タ
州
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
に
町

の
将
来
を
担
う
中
学
生
を
派
遣
し
、
人
々
と

の
交
流
を
通
じ
て
文
化
や
歴
史
な
ど
を
学

び
、
互
い
の
友
好
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
国

際
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

派
遣
さ
れ
る
生
徒
ら
は「
積
極
的
に
交
流

し
て
、ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
学
び
た
い
」「
揖

斐
川
町
の
良
さ
を
現
地
の
人
に
伝
え
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
中
学
校
の
代
表
派
遣
生
徒
18
人
は
、

１
月
19
日（
木
）
～
27
日（
金
）
の
間
、
セ
ン

ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
で
海
外
研
修
を
行
い
ま
す
。

桂
古
代
踊
り
を
大
和
小
学
校
６
年
生
の
児

童
が
、
９
月
24
日（
土
）
に
行
わ
れ
た
大
和

小
学
校
運
動
会
で
披
露
し
ま
し
た
。

桂
古
代
踊
り
は
地
元
の
豪
族
揖
斐
氏
が
戦

勝
を
祈
り
踊
っ
た
こ
と
が
起
源
と
さ
れ
、
地

域
で
は
長
年
伝
統
芸
能
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
大
和
小
学
校
で
は「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
を
利
用
し
て
桂
古
代
踊
り
保

存
会
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
踊
り
方
を

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
の
文
化
を

継
承
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
児
童
に
よ
る
勇
壮
な
踊
り
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
観
覧
者
は
踊
る
児
童
た
ち
の

姿
を
温
か
く
見
守
り
、
踊
り
の
後
に
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

岐
阜
県
で
は
、
第
70
回
全
国
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
in
岐
阜
の
開
催
を
契
機
に
、
県

民
誰
も
が
一
つ
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
関
わ
る「
一
人
１
レ
ク
運
動
」
を
推
進
し
、

ミ
ナ
モ
体
操
や
各
種
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
、
学
校
、
事
業

所
・
企
業
、
各
種
団
体
等
を「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
推
進
団
体
」
と
し
て
認
定
す
る
制
度

を
本
年
度
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
町
内
の
４
団
体
が「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
推
進
団
体
」
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

・
岐
阜
県
立
揖
斐
特
別
支
援
学
校

・
障
害
者
支
援
施
設　

西
濃
サ
ン
ホ
ー
ム

・
谷
汲
小
学
校

・
や
ま
と
幼
児
園

▲認定書を受け取る生徒

▲踊りで参加者を祝福（小島地区敬老会）

▲地域の皆さんに向けた熱い心の込められた踊り

▲県から認定証が授与されました。（谷汲小学校）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
推
進
団
体
の

認
定
が
行
わ
れ
ま
し
た

揖
斐
川
町
敬
老
会

第
19
回
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

認
定
書
交
付
式

桂
古
代
踊
り

小
学
生
が
地
元
の
人
た
ち
に
披
露
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公
民
館
活
動

揖
斐
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時　

11
月
20
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
～

◆
場
所　

健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
和
公
民
館

《
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時　

11
月
6
日（
日
）

　
　
　
　

開
会
式　

９
時
～

◆
場
所　

健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

　
　
　

※
雨
天
中
止

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
方
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時　

11
月
27
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
～

◆
場
所　

北
方
小
学
校
体
育
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

清
水
公
民
館

《
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
》

◆
日
時　

11
月
23
日（
水
・
祝
）

　
　
　
　

14
時
～

◆
場
所　

岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

𦙾
永
公
民
館

《
文
化
教
室
》

◆
日
時　

11
月
3
日（
木
・
祝
）

　
　
　
　

8
時
～
17
時
30
分

◆
場
所　

揖
斐
駅
前（
集
合
）

　
　
　
　

清
洲
城
歴
史
探
訪

《
養
基
小
体
育
館
年
末
大
掃
除
》

◆
日
時　

11
月
27
日（
日
）

　
　
　
　

8
時
～
10
時

◆
場
所　

養
基
小
体
育
館

《
𦙾
永
公
民
館
年
末
大
掃
除
》

◆
日
時　

11
月
27
日（
日
）

　
　
　
　

9
時
～
11
時

◆
場
所　

脛
永
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

谷
汲
公
民
館

《
第
12
回
谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
》

◆
日
時　

11
月
6
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
～
16
時

◆
場
所　

谷
汲
文
化
会
館

　
　
　
　

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

《
花
い
っ
ぱ
い
運
動
》

◆
日
時　

11
月
19
日（
土
）

　
　
　
　

14
時
～

◆
場
所　

各
地
区

徳
山
か
ら
移
築
し
た
民
家
内
で
の
石
臼
を

使
っ
た
き
な
粉
づ
く
り
、
洗
濯
板
を
使
っ
た

洗
濯
体
験
、
昔
の
道
具
の
話
、
資
料
館
の
収

蔵
庫
見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。

11
月
に
は
町
内
外
の
多
く
の
小
学
校
が

体
験
学
習
に
訪
れ
ま
す
。 ▲開花

▲極道

小
学
生
体
験
学
習

▲昨年度の様子

大
会
に
出
場
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
激
励
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者�

激
励
会

【
第
19
回
全
国
ヤ
ン
グ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
男
女
優
勝
大
会
】

　

谷
汲
中
学
校
３
年　

高た
か

木ぎ　

颯そ
う

太た

さ
ん

【
第
28
回
東
海
小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
】

　

養
基
小
学
校
４
年　

坪つ
ぼ

井い　

陽ひ

菜な

さ
ん

11
月
12
日（
土
）
ま
で
、
坂
内
坂
本
出
身

の
書
家
で
、
自
己
独
自
の
書
風
を
追
求
し
つ

づ
け
た
、
髙
木
桑
石
の
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

お
誘
い
合
せ
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

企
画
展「
郷
土
が
生
ん
だ
書
家

　
　
　

�

髙
木
桑
石　

回
顧
展
」

好
評
開
催
中

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
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【
第
71
回
国
民
体
育
大
会
２
０
１
６

希
望
郷
い
わ
て
国
体
】

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
）

　

神
村
学
園
高
等
部
1
年

　
　
　
　
　
　
　
　

田た

島じ
ま　

茉ま

依い

さ
ん

平
成
28
年
度

　

カ
ヌ
ー
全
国
大
会
開
催

（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
）

　

大
垣
特
別
支
援
学
校
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　

川か
わ

満み
つ　

千ゆ
き

乃の

さ
ん

　

朝
日
大
学
職
員　

梅う
め

田だ　

妃ひ

里さ
と

さ
ん

（
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
・
監
督
）

　

岐
阜
工
業
高
校
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　

細ほ
そ

野の　

光み
つ

史ふ
み

さ
ん

※
細
野
さ
ん
は
激
励
会
を
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
31
回
全
関
西
空
手
道
選
手
権
大
会
】

（
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空
手
組
手
部
門

　
　
　
　
　
　

小
学
２
年
男
子
の
部
）

　

大
和
小
学
校
２
年　

小こ

森も
り　

光ら
い
とさ
ん

9
月
17
日（
土
）、
18
日（
日
）
の
2
日
間
、

朝
鳥
公
園
前
の
揖
斐
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場

で
、カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー

タ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
・
中
部
カ
ヌ
ー
ス
ラ

ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
選
手
権
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

リ
オ
五
輪
出
場
選
手
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

銅
メ
ダ
リ
ス
ト
も
参
加
し
た
本
大
会
で
は
、

時
折
雨
が
降
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
日

本
全
国
か
ら
選
手
た
ち
が
集
ま
り
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

10
月
2
日（
日
）、
揖
斐
川
健
康
広
場
で
、

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
参
加
ラ
ン
ナ
ー
を
対
象

と
し
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
会
を
約
一
カ
月
前
に
控
え
た
こ
の
日
、

ラ
ン
ナ
ー
３
０
０
人
が
参
加
し
、
い
び
が
わ

マ
ラ
ソ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
高

橋
尚
子
さ
ん
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
教
わ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
を
想
定

し
た
、
坂
道
で
の
走
り
方
に
つ
い
て
の
話
を

聞
い
た
後
、
実
際
に
、
坂
道
を
含
ん
だ
コ
ー

ス
を
走
り
ぬ
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
ラ
ン
ナ
ー
以
外
の
方
も
観
覧

に
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

高
橋
尚
子
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

▲高橋尚子さんの話を聞く参加ランナーら
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第
60
回
揖
斐
郡
児
童
生
徒
科
学
作
品
展

第
４
回
揖
斐
郡
社
会
科
課
題
追
究
学
習
作
品
展

　

夏
休
み
に
、
児
童
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
作
品
の
展
示
を
、

９
月
10
日（
土
）
と
11
日（
日
）
に
、
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
で
行

い
ま
し
た
。多
く
の
作
品
の
中
で
次
の
17
人
の
作
品
が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

《
科
学
作
品
展
》

⃝

科
学
研
究
の
部
　

く
に
え
だ
り
い
ち（
谷
汲
小
１
） 

ひ
ろ
せ
り
く
と（
大
野
小
２
）

高
野
さ
ら
さ（
大
和
小
３
） 

高
野　

一
護（
大
和
小
４
）

佐
竹
麻
里
伽（
八
幡
小
５
） 

杉
原　

沙
直（
大
野
小
６
）

藤
田　

凌
世（
養
基
小
６
）  

林　
　

朋
宏（
北
和
中
２
）

⃝

科
学
工
作
の
部
　
　
　	

⃝

採
集
・
工
作
の
部

山
田
創
太
郎（
南　

小
６
） 

窪
田　

由
翔（
養
基
小
４
）

《
社
会
科
課
題
追
究
学
習
作
品
展
》

清
水　

な
お（
池
田
小
２
） 

河
瀬　

佳
吾（
八
幡
小
３
）

中
島
妃
菜
向（
北
方
小
４
） 
笠
井　
　

文（
池
田
小
５
）

高
橋　

秀
歩（
養
基
小
６
）

小
倉　

風
季
、久
保
田
佑
実
香（
大
野
中
３
）

揖
斐
郡
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

９
月
８
日（
木
）に
行
わ
れ
た
郡
審
査
会
で
次
の
16
人
の
作
品
が
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

道
家　

宏
汰（
池
田
小
１
） 

河
瀬　

明
莉（
北
方
小
２
） 　
　
　

長
谷
川
大
朋（
谷
汲
小
２
）  

鈴
木　

花
音（
池
田
小
２
）

市
岡　

花
音（
西　

小
３
）  

竹
中　
　

彩（
温
知
小
３
）

山
本　

倭
歌（
谷
汲
小
４
） 

宮
川　

桜
輝（
南　

小
４
）        

福
地　

貴
翔（
東　

小
５
） 

北
見　

真
鈴（
西　

小
６
）

石
井　

阿
子（
温
知
小
６
） 

五
十
川
凰
子（
宮
地
小
６
）

田
口　

瑞
菜（
池
田
中
１
） 

後
藤　

理
香（
大
野
中
２
）　

森　

さ
く
ら（
池
田
中
２
） 

岡
本　
　

萌（
谷
汲
中
３
）

第
59
回
揖
斐
郡
駅
伝
大
会

期
　
　
　
日　

12
月
４
日（
日
）
10
時
～

申
込
み
期
限　

11
月
７
日（
月
）
ま
で

お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

池
田
町
田
中
５
５
５　

揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
内

　

揖
斐
郡
体
育
協
会
事
務
局　

℡
４
４

－

１
２
６
２

揖斐郡教育研修センターだより

教
職
員
の
夏
期
研
修

今
年
度
は「
理
科
実
験
実
技
研
修
」「
図
画
工
作
実
技
研
修
」「
音
楽
実
技
研
修
」「
学
級

経
営
研
修
」「
特
別
支
援
教
育
研
修
」「
生
徒
指
導
研
修
」
の
６
講
座
を
開
設
し
、
延
べ

１
６
９
人
の
先
生
方
が
参
加
し
て
、
実
践
に
役
立
つ
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

学級経営研修

音楽実技研修

特別支援教育研修

学
校
保
健
会
研
修
総
会

８
月
３
日（
水
）
に
、
平
成
28
年
度
揖
斐
郡
学
校
保
健
会
研
修
総
会
が
、
揖
斐
川
町
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー「
は
な
も
も
」で
開
催
さ
れ
、学
校
保
健
に
関
す
る
表
彰
と
と
も
に
、「
子

供
の
皮
膚
を
守
る
」
と
題
し
て
揖
斐
厚
生
病
院　

皮
膚
科
部
長　

藤
広
満
智
子
先
生
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

《
歯
の
優
良
児
童
》

　

野
村
怜
史
朗（
池
田
小
）　

窪
田　

加
奈（
養
基
小
）

《
学
校
環
境
衛
生
活
動
特
選
校
》　

　

春
日
小　
　

中
小　
　
　

南
小　

《
学
校
環
境
衛
生
活
動
優
良
校
》

　

揖
斐
小　
　

北
方
小　
　

池
田
中

揖
斐
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
会

本
年
度
の
揖
斐
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
会
が
、
８
月
27
日（
土
）
午
後
よ
り
揖
斐
川
町

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
、
多
年
に
わ
た
り
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
団
体
と
個
人
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
日
頃
か
ら
の
活
動
を
讃
え

ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
揖
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
実
践
活
動
の
発
表

が
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
積
極
的
な
活
動
内
容
を
学
び
合
い
ま

し
た
。
併
せ
て
、
岐
阜
県
警
察
本
部
生
活
安
全
総
務
課　

地
域
安
全
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

小
森　

得
弘　

氏
に
よ
り「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
潜
む
危
険
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、

事
例
か
ら
改
め
て
そ
の
危
険
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
よ
い
親
子
関
係
を
築

く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
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谷
汲
図
書
館

　

11
月
19
日（
土
）
10
時
30
分
～

秋
の
読
書
週
間

10
月
27
日（
木
）～
11
月
９
日（
水
）

今
年
も
読
書
週
間
が
は
じ
ま
り
ま

す
。今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
い
ざ
、読
書
。」

で
す
。

日
頃
、
本
を
手
に
取
る
暇
が
な
い
、

と
言
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
何
か
１
冊
、

自
分
の
た
め
に
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

「
す
く
す
く
読
み
聞
か
せ
講
座
」

　
　
　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

第
1
回

■
日
　
時　

11
月
22
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
対
　
象　

０
歳
～
１
歳
児　

親
子

第
2
回

■
日
　
時　

12
月
６
日（
火
）　

　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
対
　
象　

２
歳
～
３
歳　

親
子

■
場
　
所　

揖
斐
川
図
書
館

■
講
　
師　

天
野
知
子
先
生

　
　
　
　
　
（
家
庭
文
庫「
ぷ
う
」
主
宰
）

■
申
込
み　

揖
斐
川
図
書
館

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
方
）

■
定
　
員　

親
子
15
組（
各
講
座
）

■
費
　
用　

無
料

揖
斐
川
図
書
館

　
　
　
　
　
　
お
は
な
し
の
へ
や

11
月
5
日（
土
）

　
　
　

10
時
30
分
～

今
月
の
新
刊
案
内

　
　
　
揖
斐
川
図
書
館
　
一
般
書

望
み 

雫
井　

脩
介

料
理
通
異
聞 

松
井
今
朝
子

ス
ロ
ー
バ
ラ
ー
ド 

小
路　

幸
也

眩（
く
ら
ら
） 

朝
井
ま
か
て

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
と
ソ
ウ
く
ん
の
戦
争 

黒
柳　

徹
子

掟
上
今
日
子
の
家
計
簿 

西
尾　

維
新

二
度
泣
い
た
少
女 

堂
場　

瞬
一

芝
浜 

山
本　

一
力

陰
陽
師　

玉
兎
ノ
巻 

夢
枕　
　

獏

わ
ず
か
一
し
ず
く
の
血 

連
城
三
紀
彦

新
し
い
鳥
た
ち 

片
山　

恭
一

完
本　

檀
流
ク
ッ
キ
ン
グ 
檀　
　

一
雄

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習

10
月
４
日（
火
）と
５
日（
水
）の
２
日
間
、

揖
斐
川
中
学
校
と
谷
汲
中
学
校
の
生
徒
が
、

そ
れ
ぞ
れ
揖
斐
川
図
書
館
と
谷
汲
図
書
館
に

分
か
れ
、
職
場
に
つ
い
て
体
験
学
習
を
し
ま

し
た
。

清
掃
や
図
書
整
理
、
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
な

ど
、
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
少
し
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
、
利

用
者
と
の
受
け
答
え
も
し
っ
か
り
と
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

図
書
館
で
の
体
験
が
今
後
、
何
か
の
役
に

立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▲揖斐川中学校の生徒

月
輪
先
生
の
犯
罪
捜
査
学
教
室 

岡
田　

秀
文

今
の
こ
と
ば
で
覚
え
る
初
め
て
の
く
ず
し
字

 

齋
藤　
　

均

膠
原
病
・
リ
ュ
ウ
マ
チ
が
わ
か
る
本 

宮
坂　

信
之

地
域
で
支
え
る
認
知
症 

吉
田　

輝
美

自
分
で
で
き
る
！
小
屋
の
作
り
方

 

ド
ゥ
ー
パ
！
編
集
部

ク
レ
ー
ム
対
応
の
教
科
書 

西
村　

宏
子

し
ょ
う
が
で
体
温
を
１
度
あ
げ
る 

石
原　

新
菜

ぺ
コ
ロ
ス
い
つ
か
母
ち
ゃ
ん
に
あ
り
が
と
う

 

岡
野　

雄
一

パ
ナ
マ
文
書　
バ
ス
テ
ィ
ア
ン・オ
ー
バ
ー
マ
イ
ヤ
ー

■
11
月
の
休
館
日

毎
週
月
曜　
　

４
日（
金
）　

24
日（
木
）

揖
斐
川
図
書
館
の
み

（
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の
た
め
）

　
　

11
日（
金
）
12
日（
土
）
13
日（
日
）

月
末
整
理
日

谷
汲
・
坂
内
図
書
館
の
み　

30
日（
水
）

※
坂
内
図
書
館
は
、
11
月
～
2
月
の
間
、

　

午
後
4
時
に
閉
館
し
ま
す
。

■
お
は
な
し
会

▲谷汲中学校の生徒

大
型
絵
本
「
た
ま
ご
を
こ
ん
こ
ん
こ
ん
」

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
じ
ど
う
し
ゃ
」
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揖
斐
川

カラーボールで一緒に遊ぶ

　
　
　

11
月
の
予
定

１
日（
火
）	　

発
育
測
定　

受
付
９
時
～
10
時
15
分

		

　
【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

４
日（
金
）	

♪
リ
ト
ミ
ッ
ク

	

　
【
音
楽
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
遊
ぼ
う
】

【
音
楽
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
遊
ぼ
う
】

７
日（
月
）	　

ア
ッ
プ
ル
キ
ッ
ズ
Ｃ
開
始

８
日（
火
）	

♥
お
話
ル
ー
ム（
お
は
な
し
の
会
ま
ど
）

	

　
【
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か
】

【
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か
】

11
日（
金
）	

♪
べ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
【
対
象
・
３
～

【
対
象
・
３
～
1212
か
月
児
】

か
月
児
】

16
日（
水
）	

♪
教
え
て
ド
ク
タ
ー　

	

　
【
小
児
科
医
後
藤
医
師
と
の
座
談
会

【
小
児
科
医
後
藤
医
師
と
の
座
談
会
1414
時
～
時
～
1515
時
】
時
】

19
日（
土
）	　

第
3
土
曜
日
開
館
日

22
日（
火
）	

♪
働
き
た
い
マ
マ
の
た
め
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

		

　
【
　
【
1010
時
～
時
～
1212
時
】
時
】

	

♥
図
書
館
交
流

		

　
【
す
く
す
く
読
み
聞
か
せ
講
座　

対
象
０
・
１
歳
児
】

　
【
す
く
す
く
読
み
聞
か
せ
講
座　

対
象
０
・
１
歳
児
】

25
日（
金
）	

♪
料
理
教
室

	

　
【
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
で
料
理
と
試
食　

託
児
有
】

【
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
で
料
理
と
試
食　

託
児
有
】

29
日（
火
）	

♥
音
楽
の
ひ
ろ
ば
ハ
ー
モ
ニ
ー

	

　
【
親
子
で
合
唱
】

【
親
子
で
合
唱
】

＊
当
日
参
加
可
能
な
行
事
あ
り
。
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
子
育
て
相
談
は
、
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊	

行
事
の
申
込
み
は
、
前
月
の
中
頃
か
ら
実
施
日
当
日
ま
で
、

　

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
（
電
話
予
約
不
可
）

♥
は
要
申
込
み
、
♪
は
要
申
込
み
で
、
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

育
児
相
談
日	����������������������������

毎
週
月
曜
日	

９
時
～
16
時

発
達
支
援
事
業
所
「
い
び
が
わ
ア
ッ
プ
ル
」

　
　
　
　

	�������������������

月
～
金
曜
日	

８
時
30
分
～
17
時
15
分

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
「
か
ぶ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　

	��������������������������

第
２
月
曜
日	

13
時
～
15
時

サ
ー
ク
ル｢

お
し
ゃ
べ
り
会
・
ク
ロ
ー
バ
ー｣

　
　
　
　
　
　

	��������������������������

第
３
土
曜
日	

10
時
～
12
時

※
詳
細
は
、℡
２
３

－

１
１
３
６
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

～育児・発達相談～

 子育て支援センターは、戸外でものびのびと遊べます。  

　10月に緑地公園で森のようちえんの体験イベントがありました。そして、子育て支援センターでも、自然
物（木、木の実など）を利用して楽しい遊びや時間が過ごせたらと思い、自然と親しむ遊びを計画しました。
森のようちえんでも遊んだような木工遊びもします。遊びを教えてくださる名人も参加していただけます。
　また、焼き芋もしますので、自然のなかで秋を楽しみましよう。
　日　時　11月19日(土)　9時30分～12時
　場　所　揖斐川子育て支援センター
　申込み　揖斐川子育て支援センターまで（焼き芋に参加する方のみ）　※定員あり
　※詳細は、ピッコロだよりにてお知らせします。
　※当日、揖斐川子育て支援センターは通常通り開館します。

　今月は、高校の部屋を借りて出前保育を行います。
今の高校生活を少しのぞかせていただきましょう。ま
た、近い将来にパパやママになる高校生のために小
さい子どもとふれ合う時間の提供にご協力ください。

　日　時　11月30日（水）10時～11時30分
　　　　　（9時45分揖斐高等学校駐車場に集合）
　場　所　県立揖斐高等学校
　申込み　揖斐川子育て支援センターまで
　　　　　（11月18日締切）　※定員あり

☆ 子育て支援センターは、子ども（０～ 18 歳未満）のあらゆる相談窓口です。
☆ いびがわアップルは、子どもの発達相談窓口です。子育て支援センター・いびがわアップル　℡２３－１１３６

一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

自然遊びと収穫祭

揖斐高等学校生徒と交流
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出前保育 ～地域で遊びと相談の場を設置～子育て
Q＆A

 2 歳 5 か月の男の子です。何を言
っても「いや」「だめ」の言葉が返っ
てきます。注意したり丁寧に伝えよ

うとするのですが、逆に怒ってしまいます。
どうしたらよいでしょうか。

言葉も増えてきて会話も楽しめる時
期になっています。まずは一度、そ
の言葉と子どもの気持ちを受け止め

ながら、次に続く言葉を引き出してあげら
れるような関わりが持てるといいですね。
例えば、子どもが「いやだ」と言ったら、お
母さんは「○○は・・・がいやなんだね」と
繰り返してあげるだけでも、子どもは自分
のことを理解してくれていると思います。ゆ
ったりとした関わりや会話の中で、気持ち
を受け止めながら、豊かな心を育ててあげ
てください。

●
「
元
気
い
っ
ぱ
い　

よ
さ
こ
い
お
ど
り
！
」

～
組
合
立
養
基
保
育
園
～

　
「
か
ま
え
て
！
」「
は
い
！
」
の
か
け
声
に

合
わ
せ
て
腰
を
低
く
し
鳴
子
を
構
え
、
そ
ろ

い
の
法
被
を
着
て
勇
ま
し
く
踊
る
年
長
児
の

姿
は
全
園
児
の
憧
れ
で
す
。
毎
年
恒
例
の『
み

の
池
田
ふ
る
さ
と
祭
り
』
に
養
基
保
育
園
も

参
加
し
ま
し
た
。

　

６
月
頃
か
ら
、
朝
の
体
操
に
よ
さ
こ
い
を

取
り
入
れ
て
、
少
し
ず
つ
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

８
月
頃
に
は
、
暑
い
中
、
ど
の
子
も
振
り

を
覚
え
、
全
園
児
の
前
で
披
露
で
き
る
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。
踊
る
年
長
児
の
姿
を
見
て
、

「
お
れ
ん
じ
組
さ
ん
カ
ッ
コ
イ
イ
ね
！
」
と

自
信
に
な
る
声
が
小
さ
い
学
年
か
ら
聞
こ
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
頃
か
ら
は
他
園
の
年
長
児
と
よ
さ
こ

い
合
同
練
習
も
あ
り
、
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
て
み
ん
な
で
頑
張

る
年
長
児
の
姿
か
ら
は
、『
よ
さ
こ
い
が
楽

し
い
！
か
っ
こ
よ
く
踊
る
ぞ
！
』
と
い
う
意

欲
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
周
り
の
小
さ
い
組

の
子
た
ち
も「
お
れ
ん
じ
さ
ん
が
ん
ば
れ
！
」

と
応
援
や「
そ
ー
れ
！
」「
よ
い
し
ょ
！
」
と

か
け
声
を
か
け
、
一
緒
に
踊
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

頑
張
る
年
長
児
の

姿
を
見
る
小
さ
い
組

の
子
た
ち
の
キ
ラ
キ

ラ
輝
く
あ
こ
が
れ
の

目
が
、
次
の
意
欲
と

な
っ
て『
い
き
い
き
・

わ
く
わ
く
・
元
気
な

や
ぎ
っ
子
』
に
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。

【
9
月
14
日　

や
ま
と
幼
児
園
で

園
児
と
ふ
れ
あ
い
遊
び
】

【
9
月
１
日　

久
瀬
月
夜
谷　

マ
ス
つ
か
み
と
ピ
ザ
作
り
体
験
】

日 曜 実　施　場　所　・　内　容

2 水 ★　	出前保育：大和公民館（地域散策）※雨天時は室内で実施します

9 水
　　 出前保育：くぜ幼児園（園児とのふれあい）

　	　町立幼児園・なかよしタイム（園庭などを開放しています）

10 木 ★♪	出前保育：谷汲公民館（地域の方とクッキング）

16 水 ★♪	揖斐幼稚園開放日　幼稚園へ要申込み　℡22-6008

17 木 ★♪	出前保育：春日保健センター（自然物で制作遊び）

24 木 ★♪	出前保育：坂内夢想庵　(地域の方と五平餅作り )

30 水 ★♪	出前保育：揖斐高等学校生徒と交流

◇	幼児園への出前保育は、当地区在住者のみ参加可能です。
◇	★印は、どの地域の方も利用できます。♪は要申込みです。
　	居住地域外のなかよしタイム参加希望者は当園へお問い合せください。
◇	開設時間　　　9時30分～11時 30分
◇	ホームページ　揖斐川町（幼児園含）	 http://www�town�ibigawa�lg�jp/
	　　　　　　　　揖斐幼稚園	 http://www�ibi-youchien�ed�jp/

11月の地域子育て支援　未就園児親子の皆さんを待っています
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
館
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

９
時
～

１６
時

　

第
３
土
曜
日

※
休
館
日
　
土
・
日
曜
日
　
祝
日

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
ピ
ッ
コ
ロ
」を

毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

通
信
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
幼
児
園
・
図
書
館
・
公
民
館
・

保
健
セ
ン
タ
ー
・
役
場
・
振
興
事
務
所
・
町
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
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月日 曜日 時間 場所 月日 曜日 時間 場所

11/2 水

  8:30 ～   9:20 北方公民館

11/29 火

  8:30 ～   9:20 和田公会堂

  9:40 ～ 10:40 北方一区公民館   9:40 ～ 10:10 黒田公民館

11:00 ～ 11:20 東若松会館 10:30 ～ 11:30 二ノ宮多目的集会施設

13:30 ～ 16:00 揖斐川町地域交流センターはなもも 13:00 ～ 14:30 揖斐川健康広場

11/4 金

12:40 ～ 13:10 下岡島公民館 14:50 ～ 16:00 大和公民館

13:25 ～ 14:15 新栄町公民館

11/30 水

  8:30 ～    9:30 下新町コミュニティーセンター

14:30 ～ 16:00 𦙾永公民館 10:00 ～ 10:30 長良公民館

11/15 火

  8:30 ～ 10:45 揖斐公民館 10:50 ～ 11:50 小柳会館

11:10 ～ 11:40 上ミ野公民館 13:30 ～ 15:00 清水公民館

15:15 ～ 16:30 揖斐川保健センター

対 象 者　揖斐川町に住所がある65歳以上の方（どなたでも受けることができます）
健診内容　胸部レントゲン撮影検査
検 診 料　無料
　※肺がん検診を受診された方は、受診することができません。
　※受診される方は黄色のハガキをご持参ください。（ない方は会場で再発行できます。申し出てください）

【お問い合せ】揖斐川保健センター　℡２３－１５１１

検 診 日　11 月   4 日（金）　10 時～ 11 時 30 分
　　　　　11 月 15 日（火）　13 時 30 分～ 15 時
会　　場　揖斐川保健センター
検査内容　胸部レントゲン撮影検査　＊必要な方のみ喀

かく

痰
たん

検査実施
検 査 料　胸部Ｘ線200円、喀痰検査500円（喀痰容器提出時にいただきます）
対 象 者　揖斐川町に住所がある40歳以上の方
　　　　　	＊ 65歳以上の方で結核健診を受診された方は、受診することができません。

【お問い合せ】揖斐川保健センター　℡２３－１５１１

【申込み・お問い合せ先】 岐阜県保険医協会　事務局
	 〒５００－８８４４　岐阜市吉野町６－14　三井生命岐阜駅前ビル６階
	 ℡０５８－２６７－０７１１　　FAX　０５８－２６７－０７１２
	 E-mail：gifu-hok@doc-net�or�jp

11月電話健康相談11月電話健康相談
日　時　11月27日（日）　10時～12時　　　受付電話番号　０５８－２６７－０７１１

※今回は医科領域の相談となります。歯科領域の相談はお受けできません。

11月の結核健診
～知ってますか？「結核」が、現代の病気だってコト～

11月の肺がん検診
　9月と10月に肺がん検診を実施しましたが、11月も実施します。まだ、受診されていない方で受診
を希望される方は、揖斐川保健センターまでご連絡ください。
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　ノルディック・ウォーキングは、若い方からご年配の方まで、どなたでも楽しんで実施できるスポーツ
です。揖斐川町では、生活習慣病が増加してきており、改善がなければ、今後も増加していくことが考え
られます。予防のためにも、生活の中に運動習慣を身につけませんか？

会　場会　場　　谷汲緑地公園（全国育樹祭会場跡）※雨天時は、谷汲スポーツセンター
時　間時　間　　13時30分～15時（受付13時）
参加費参加費　　無料
持ち物持ち物　　運動できる服装、靴（雨天時は上靴）、帽子、タオル（飲み物などは、各自でご持参ください）

※ポールは貸し出します。（自分のポールをお持ちの方はご持参ください）

※この健康教室は、保健推進委員の研修会を兼ねています。

対　象　揖斐川町にお住まいの65歳以上の方
どの公民館でご参加いただいても構いません。

受付・血圧測定：９時30分～　教室：10時～ 11時30分
公民館 部屋 日程（毎月） 11月 開催日

揖斐 １階和室 第３木曜 11月17日（木）

大和 ２階集会室 第２木曜 11月10日(木)

北方 １階集会室 第３水曜 11月16日（水）

清水 １階集会室 第２金曜 11月11日（金）

小島 １階集会室 第４木曜 11月24日（木）

𦙾永 １階ホール 第１木曜 お休み

持ち物　運動のできる服装、水分、タオル
　　　　教室ファイル（お持ちの方）、
　　　　上靴（揖斐は和室のため不要）

【お問い合せ】
　地域包括支援センター　℡２３－１３４１

　音声告知放送を聞いて参加
しました。自宅で自分一人で
はなかなか続かないです。先
生の説明がわかりやすく、今
では週 1回参加できるよう
に二人で各会場を回っていま
す。楽しみになっています。

　10月１日（土）から11月
30日（水）は、麻薬・覚醒
剤乱用防止運動月間です。
　近年、大麻による犯罪検挙
者数が増加しており、特に若
者の増加が社会問題となって
きています。
　薬物の乱用は、健康被害だ
けではなく、犯罪のきっかけ
にもなり、私たちの生活に危
害をもたらします。
　一人一人の認識を高め、麻
薬・覚醒剤などの薬物乱用の
根絶を図りましょう。

【お問い合せ】
　西濃保健所揖斐センター
　　生活衛生係
　℡23-1111（内線２６２）

「危険ドラッグ」は
買わない！使わない！
かかわらない！

　足腰を丈夫にしたい方におすすめの、
自宅で続けられる体操を紹介します。
　参加無料、申込み不要です！

日にち 申込締切日 定　　員

11 月 16 日（水） 11 月 14 日（月）
各日　８０人

＊定員になり次第、
締め切ります。

11 月 22 日（火） 11 月 18 日（金）

11 月 25 日（金） 11 月 22 日（火）

参加者の声

志
し
邑
むら
美
よし
弘
ひろ
さん（68 歳）、

文
ふみ
子
こ
さん（65歳）夫妻

9 月 1 日　𦙾永公民館

揖斐川町健康教室
～みんなでノルディック・ウォーキングをしよう～

【申込み・お問い合せ】揖斐川保健センター　℡２３－１５１１

11月のおたっしゃ教室
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　平成 28 年第４回揖斐川町議会定例会が、９月２日から９日までの８日間の会期で開催されました。
　初日には、町長から２案件の報告と条例制定案や決算認定など 33 議案が提出され、提案説明と天羽茂喜監査委員によ
る監査報告が行われ、このうち３議案を原案どおり可決・同意し、残る 30 議案の審査は各委員会に付託されました。
　平成 27 年度 22 会計の決算認定については、５日に議員全員で構成する決算特別委員会で審査されました。また６日に、
総務文教・民生建設の各常任委員会が開催され、それぞれ付託された議案の審査が行われました。
　２日目の８日には、４名の議員が一般質問を行いました。
　最終日の９日には、付託された議案の審査結果が各委員長から報告され、質疑・討論・採決が行われ、すべての議案が
原案どおり可決・認定されました。また、町長から追加案件として２議案が提出され、提案説明の後、質疑・討論・採決
が行なわれ、原案どおり可決されました。
　本定例会に提出された案件の主な内容、また一般質問及び答弁の要旨は次のとおりです。

第４回揖斐川町議会　定例会

報
告
案
件

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
２
件
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
27
年
度
揖
斐
川
町
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
報
告

●
平
成
27
年
度
揖
斐
川
町
公
営
企
業
資
金
不

足
比
率
の
報
告

条
例
案
件

●
揖
斐
川
町
定
住
促
進
用
地
の
無
償
貸
付
及

び
無
償
譲
渡
に
関
す
る
条
例
の
制
定

揖
斐
川
町
の
定
住
化
を
図
り
、
人
口
減
少

対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
本
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

●
平
成
28
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

補
正
額

　

１
億
１
９
７
０
万
３
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
４
０
億
７
５
８
７
万
１
０
０
０
円

●
平
成
28
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　

５
４
６
万
３
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

31
億
５
８
４
６
万
３
０
０
０
円

●
平
成
28
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　

２
９
５
万
１
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　

７
３
３
５
万
１
０
０
０
円

●
平
成
28
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

補
正
額　

１
３
６
４
万
１
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　

８
億
３
０
９
６
万
７
０
０
０
円

●
平
成
28
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

揖
斐
地
区
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
の
債
務
負
担
行
為
を
追
加
す
る
補
正
の

た
め
、
予
算
額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
平
成
28
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

財
源
の
振
替
に
よ
る
補
正
の
た
め
、
予
算

額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
平
成
28
年
度
揖
斐
川
町
町
営
住
宅
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　

３
１
７
万
９
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

６
８
４
７
万
９
０
０
０
円

●
平
成
28
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　

補
正
額　
　

４
１
５
万
１
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　

１
４
０
億
８
０
０
２
万
２
０
０
０
円

決
算
案
件

●
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及
び
20
特
別
会
計

と
上
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定

合
わ
せ
て
22
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
決
算
額
等
に
つ
い
て
は
、
20
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
事
案
件

●
揖
斐
川
町
大
和
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　
　

寺
園　

満
博
さ
ん　

渡
邊　

正
義
さ
ん

　
　

下
里　

修
二
さ
ん　

宗
宮　

正
行
さ
ん

　
　

小
森　
　

孝
さ
ん　

太
田　

英
一
さ
ん

　
　

林　
　

義
人
さ
ん

●
揖
斐
広
域
連
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙

揖
斐
川
町
か
ら
選
出
す
る
広
域
連
合
議
会

議
員
に
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

丸
山　

周
治 

議
員

●
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
補
欠
選
任

議
会
運
営
委
員
会
委
員
に
次
の
方
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

坪
井　

重
憲 

議
員

そ
の
他
の
案
件

●
揖
斐
川
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

新
規
事
業
の
追
加
等
に
よ
り
、
計
画
の
一

部
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

●
物
品
購
入
契
約
の
締
結

坂
下
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業

　

契
約
金
額　
　

１
９
７
７
万
４
８
０
０
円

　

契
約
の
相
手
方　
　
　
　

寺
井
サ
ー
ビ
ス

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

揖
斐
川
町
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
移
動

系
整
備
工
事

契
約
金
額

２
億
７
７
３
２
万
２
４
０
０
円

契
約
の
相
手
方

　
　

中
央
電
子
光
学
株
式
会
社
大
垣
支
店
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８
月19

日　

第
６
回
議
会
運
営
委
員
会

　

９
月２

日　

第
４
回
町
議
会
定
例
会（初

日
）

２
日　

第
６
回
全
員
協
議
会

５
日　

決
算
特
別
委
員
会

６
日　

第
３
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

６
日　

第
３
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

８
日　

第
４
回
町
議
会
定
例
会

（
２
日
目
）
一
般
質
問

９
日　

第
４
回
町
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

９
日　

第
７
回
全
員
協
議
会

９
日　

第
１
回
養
老
鉄
道
存
続
特
別

　
　
　

委
員
会

新
議
員
を
紹
介
し
ま
す

　

揖
斐
川
町
議
会
議
員
谷
汲
選
挙
区
の

補
欠
選
挙
に
よ
り
、
次
の
方
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

任
期　

平
成
28
年
10
月
２
日

～
平
成
29
年
３
月
５
日

坪 

井 

重  

憲 

議
員

独
立
し
た
観
光
課
の
創
設
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
社

会
的
問
題
に
な
っ
て
い
る
中
、
当
町
も
消
滅

可
能
性
都
市
と
し
て
名
前
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
と
前
後
す
る
よ
う
に
、
町
の
重
要

施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
定
住
化
対
策
や
流

入
人
口
の
増
加
策
な
ど
、
様
々
な
施
策
を
推

進
し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
流
入
人
口
の
増
加
策
は
、
観
光
事
業
の
拡

充
と
宣
伝
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
中
学
生
議
会
で
、
生
徒
た
ち
が
ラ

イ
ダ
ー
ハ
ウ
ス
の
整
備
や
若
い
女
性
を
集
め

る
た
め
の
お
茶
の
有
効
活
用
、
山
の
自
然
を

生
か
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
を
提
言
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
私
も
同
感
で
す
。

　

ま
た
、
夏
休
み
に
は
粕
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
が
大
盛
況
で
、
多
く
は
名
古
屋
や
一

宮
、
桑
名
の
方
で
、
友
人
の
紹
介
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
っ
た
方
が
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

養
老
鉄
道
の
車
内
広
告
に
は
、
町
に
関
す

る
も
の
は
見
当
た
ら
ず
、
養
老
鉄
道
や
近
畿

日
本
鉄
道
が
発
行
す
る
観
光
地
や
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
紹
介
誌
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

町
内
に
は
、
谷
汲
山
華
厳
寺
や
両
界
山
横

蔵
寺
、
徳
山
ダ
ム
な
ど
の
多
く
の
観
光
資
源

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
資
源
を
宝
の
持
ち

腐
れ
に
し
な
い
た
め
に
も
、
流
入
人
口
対
策

に
責
任
の
あ
る
部
署
す
な
わ
ち
観
光
課
を
創

設
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

町  

長

　

町
の
合
併
以
来
、
職
員
も
１
２
０
人
ほ
ど

減
ら
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
職
員
は
頑
張
っ

て
や
っ
て
い
ま
す
。
今
、
重
点
的
に
観
光
と

い
う
事
で
な
く
、
町
全
体
の
Ｐ
Ｒ
と
い
う
事

を
今
後
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
受
け
止
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
谷
汲
山
華
厳
寺
や
横
蔵
寺
、

徳
山
ダ
ム
な
ど
、
各
名
所
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
通
過
交
通
を

し
っ
か
り
踏
ま
え
て
い
く
こ
と
は
、
今
お
話

が
あ
っ
た
通
り
で
す
し
、
新
た
に
最
近
マ

チ
ュ
ピ
チ
ュ
と
い
う
こ
と
で
、
天
空
の
里

（
上
ヶ
流
茶
畑
）に
、
他
県
か
ら
毎
日
多
く
の

方
々
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
も
、
今
、
商
工
観
光
課
で
検
討
し

て
い
ま
す
が
、配
置
を
ど
う
し
て
い
く
か
は
、

必
要
か
と
思
い
ま
す
し
、
今
後
の
検
討
課
題

と
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
今
の
状
況
が
ふ
さ
わ
し
い
と
も
思
っ
て

お
り
ま
す
。
資
源
と
し
て
は
、
い
び
が
わ
マ

ラ
ソ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
四
季
を
通
じ

て
揖
斐
川
町
へ
来
て
い
た
だ
け
る
、
あ
る
い

は
、
存
続
が
決
定
し
た
養
老
鉄
道
を
利
用
し

て
も
ら
う
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。こ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
、

町
の
観
光
振
興
と
商
工
業
も
繋
い
で
い
か
な

い
と
、
町
の
発
展
は
見
え
て
こ
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

坪 

井 

重  

憲 

議
員

県
道
池
田
揖
斐
川
大
野
線
の
改
良
に
つ
い
て

　

県
道
池
田
揖
斐
川
大
野
線
は
、
揖
斐
川
右

岸
堤
防
の
三
町
大
橋
付
近
か
ら
𦙾
永
東
瀬

古
、
浜
里
を
経
由
し
て
国
道
４
１
７
号
に
接

続
し
池
田
町
へ
抜
け
る
道
路
で
す
。

　

𦙾
永
公
共
下
水
道
設
置
の
際
、
右
岸
堤
防

へ
の
登
は
ん
道
交
差
点
か
ら
Ｔ
字
の
交
差
点

に
改
良
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
書
が
出
て
い

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
国
土
交
通
省
と
岐
阜

県
の
事
業
で
あ
り
、
町
の
建
設
課
は
毎
年
県

に
要
望
書
を
出
し
て
精
一
杯
の
努
力
は
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
先
が
見
え

て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
併
せ
て
三
町
大
橋

の
下
を
通
過
す
る
堤
防
道
路
や
三
町
大
橋
か

ら
堤
防
道
路
へ
出
る
交
差
点
な
ど
、
一
帯
の

改
良
工
事
の
目
途
が
立
っ
て
い
な
い
の
か
お

た
ず
ね
し
ま
す
。

町  

長

　

県
に
対
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
提
案
を
し

な
が
ら
要
望
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
県
は
現

在
、
重
点
的
な
予
算
の
配
置
と
い
う
こ
と
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当
部
長
よ
り
答
弁

さ
せ
ま
す
。

議員４名が町政を問う
本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします（紙面の都合上、質問
および答弁は要約しています）

議
会
活
動
報
告

所　竜也　議員
（谷汲長瀬）
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産 
業 

建 

設 

部 

長

　

ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
区
間
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
般
県
道
池
田
揖
斐
川
大
野
線
と

一
般
県
道
𦙾
永
万
石
線
が
一
部
重
複
す
る
こ

と
か
ら
、
２
路
線
が
複
雑
に
交
差
す
る
区
間

で
す
。
当
該
箇
所
は
、
２
箇
所
の
信
号
が
無

い
交
差
点
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
や
、
特
に

上
流
側
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
本
線
に
対

し
て
鋭
角
に
交
差
し
て
い
る
事
か
ら
も
、
非

常
に
危
険
な
区
間
で
す
。
ま
た
、
２
つ
の
路

線
は
揖
斐
川
町
市
街
地
か
ら
池
田
町
方
面
お

よ
び
大
野
町
方
面
へ
の
主
要
な
ア
ク
セ
ス
道

路
で
あ
り
、
朝
の
ピ
ー
ク
時
は
交
通
量
も
多

く
、
大
変
混
雑
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
路

改
良
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
も
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
現
在
着
手
し
て
い
る
事
業
箇
所
を

重
点
的
に
推
進
し
て
お
り
、
当
該
箇
所
の
事

業
化
は
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
早
期
に
こ
の
区
間
の

道
路
改
良
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
県
に
対
し

て
、
毎
年
粘
り
強
く
要
望
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
も
よ
り
一
層
強
く
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

小 

倉 

昌 

弘 

議
員

道
路
管
理
に
つ
い
て

　

道
路
、
路
肩
な
ど
の
草
木
は
、
自
治
体
で

管
理
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
草
な
ど
が

伸
び
放
題
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
方
が
善

意
で
刈
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
自
治
体
が
業
者
に
委
託
し
て
草

刈
り
な
ど
を
す
る
場
合
、
草
刈
機
１
台
に
つ

き
、
飛
び
石
な
ど
を
防
止
す
る
人
や
ガ
ー
ド

マ
ン
な
ど
４
、５
人
で
作
業
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
般
に
は
一
人
で
草
刈
り
を
し
て

い
て
飛
び
石
な
ど
で
事
故
も
起
き
て
い
ま

す
。
町
が
個
人
に
草
刈
り
や
木
の
枝
の
剪
定

な
ど
を
お
願
い
し
て
い
る
の
で
す
か
。ま
た
、

町
が
管
理
で
き
な
い
か
ら
個
人
が
代
わ
り
に

や
っ
て
い
る
の
な
ら
、
事
故
な
ど
の
補
償
は

町
が
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
美

化
デ
ー
や
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
の
時
は
保
険

に
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か

の
時
の
保
険
な
ど
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
町
の
花
で
あ
る

「
は
な
も
も
」
な
ど
の
木
の
枝
は
ど
こ
が
管

理
し
て
い
る
の
か
、
勝
手
に
切
っ
て
も
良
い

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

町  

長

　

町
の
美
化
デ
ー
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
事
業

に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
団
体
だ
け
で
な

く
個
人
が
行
な
う
除
草
作
業
に
つ
い
て
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
登
録
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当
部
長
よ
り
答
弁
さ

せ
ま
す
。

　
「
は
な
も
も
」
に
つ
い
て
は
、
町
の
花
と

し
て
植
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、
環
境
を

守
っ
て
い
く
観
点
か
ら
も
、
モ
ラ
ル
と
い
う

も
の
を
考
え
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
切
っ
て

い
た
だ
い
て
も
結
構
だ
と
思
い
ま
す
。

産 

業 

建 

設 

部 

長

　

本
町
で
は
、「
全
国
町
村
会 

総
合
賠
償
補

償 

保
険
制
度
」
に
加
入
し
て
お
り
、
そ
の

保
険
制
度
の
適
用
条
件
と
し
て
、
町
が
主
催

も
し
く
は
共
催
す
る
行
事
や
、
町
か
ら
の
事

前
承
認
あ
る
い
は
依
頼
を
受
け
、
町
や
各
種

団
体
の
管
理
下
で
行
う
社
会
奉
仕
活
動
で
あ

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
町
が
管
理
す
る
道
路
の
範
囲
に

お
い
て
、地
元
の
自
治
会
や
各
種
団
体
等
で
、

草
刈
り
や
枝
の
剪
定
な
ど
を
行
っ
た
際
に
発

生
し
た
事
故
な
ど
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
出

来
る
だ
け
町
が
加
入
し
て
い
る
保
険
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

小 

倉 

昌 

弘 

議
員

原
発
の
廃
止
に
つ
い
て

　

町
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
原

発
は
廃
止
す
べ
き
で
、
福
井
県
の
原
発
か
ら

30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
入
る
当
町
か
ら
原

発
の
廃
止
を
表
明
し
、
申
し
入
れ
を
し
て
ほ

し
い
と
町
長
に
お
願
い
を
し
て
き
ま
し
た
が

実
現
し
ま
せ
ん
。
町
長
は
今
で
も
原
発
は
安

全
で
問
題
な
い
と
お
考
え
で
す
か
。

　

今
年
、
熊
本
で
大
地
震
が
あ
り
不
安
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鹿
児
島
県
知
事

は
、
川
内
原
発
の
一
時
停
止
を
要
請
し
て
い

ま
す
。
こ
の
地
域
で
も
大
き
な
地
震
が
来
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、予
想
を
超
え
た
大
地
震
、

自
然
災
害
が
世
界
中
で
起
き
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
原
発
の
事
故
は
頻
繁
に
起
き

て
お
り
、
今
年
の
８
月
だ
け
で
も
、
再
稼
動

し
た
ば
か
り
の
愛
媛
県
の
伊
方
原
発
で
水
漏

れ
が
あ
り
、
配
管
の
ゴ
ム
の
劣
化
か
、
ず
れ

て
い
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
の
ふ
げ
ん
で
は
、
放
射
性
廃
棄

物
の
貯
蔵
庫
の
ド
ラ
ム
缶
が
錆
び
て
穴
が
あ

い
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。ま
た
、も
ん
じ
ゅ

で
は
、
冷
却
機
が
自
動
停
止
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
１
時
間
40
分
前
に
機
械
の
あ

る
部
屋
の
火
災
報
知
機
が
鳴
り
、
煙
ま
で
確

認
し
た
の
に
問
題
な
い
と
そ
の
ま
ま
動
か
し

て
い
た
と
い
う
の
で
す
。
更
に
１
万
点
も
の

点
検
漏
れ
や
保
全
計
画
で
５
２
０
件
も
の
誤

記
が
あ
り
、
危
険
な
も
の
を
扱
っ
て
い
る
意

識
は
全
く
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
も
安
全
管
理
が
出
来
て
い
る
と
思

い
ま
す
か
。
原
子
力
規
制
委
員
会
が
資
料
を

見
て
安
全
だ
と
言
っ
て
も
、
現
場
の
職
員
に

安
全
管
理
の
意
識
が
な
け
れ
ば
、
と
て
も
危

険
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

以
上
の
点
か
ら
一
刻
も
早
く
危
険
な
原
発

は
再
稼
動
せ
ず
、
廃
炉
に
す
る
よ
う
町
と
し

て
申
し
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

町  

長

　

原
発
に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携
を
し
た
動

き
を
し
て
い
ま
す
。
原
発
の
是
非
を
論
ず
る

前
に
、
一
番
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
確

保
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
様
々
な
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
し
、
県
の
指
導
も
受
け
て
お
り

ま
す
。

　

政
府
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い

て
原
子
力
規
制
委
員
会
と
い
う
も
の
を
し
っ

か
り
組
み
立
て
て
お
り
、
基
準
に
適
合
と
い

う
中
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
原
発
に
つ
い

て
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
対
応
し
て
も
ら

う
と
い
う
の
が
基
本
で
あ
り
ま
す
。
関
係
す

る
自
治
体
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
不
安
を
持

た
れ
な
い
よ
う
な
施
策
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
県
が
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
言
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に
北
方
と
大
和
小
学
校
で
は
、
来
春
に
隣
接

す
る
幼
児
園
が
空
く
た
め
、
そ
ち
ら
に
移
し

て
ほ
し
い
と
要
望
が
出
て
い
ま
す
。
②
幼
児

園
や
小
学
校
と
の
児
童
に
関
す
る
情
報
共
有

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
③
備
品
の
新
調
が

遅
い
上
、
図
書
・
遊
具
類
は
少
量
の
配
布
し

か
な
く
、
指
導
員
が
手
作
り
を
し
て
い
る
の

で
、
予
算
的
に
十
分
な
配
慮
を
お
願
い
し
た

い
こ
と
。
④
近
年
は
学
童
保
育
利
用
者
数
が

増
加
傾
向
で
あ
る
た
め
、
指
導
員
の
増
強
、

適
正
な
人
員
配
置
を
お
願
い
し
た
い
、
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
当
町
の
子
育
て
支
援
体

制
が
若
い
世
代
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
も
の

に
な
る
よ
う
、
学
童
保
育
に
対
す
る
考
え
方

を
見
直
し
て
、
十
分
な
支
援
を
し
て
い
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町  

長

　

学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
関
連
３
法
に
よ
っ
て
運
営
し
て
お
り
、
学

校
教
育
と
保
育
と
い
う
面
も
含
め
な
が
ら
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
は
年
々
利
用
者
が

増
加
し
て
お
り
、
特
に
夏
休
み
は
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
指
導
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

関
連
３
法
で
定
め
ら
れ
た
指
導
員
の
数
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
範
囲
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
特
に
夏
休
み
は
、
急
に
増
加
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
課
題
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
３
月
か
ら
揖
斐
川
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
重
点
施
策
と
し
て

学
童
保
育
事
業
を
行
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度

か
ら
小
学
校
４
年
生
ま
で
を
６
年
生
ま
で
に

拡
充
し
て
い
ま
す
。

住 

民 

福 

祉 

部 

長

　

き
た
が
た
、
や
ま
と
両
幼
児
園
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
・
耐
震
性
の
観
点
か
ら
、
安
全

性
に
問
題
が
あ
り
、
留
守
家
庭
児
童
教
室
の

利
用
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

備
品
・
遊
具
な
ど
の
予
算
的
配
慮
を
と
の

ご
指
摘
で
す
が
、
学
校
で
不
要
に
な
っ
た
備

品
を
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
物
品

な
ど
に
つ
い
て
は
、そ
の
都
度
必
要
に
応
じ
、

購
入
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
現
場
の
支
援
員
、
補
助
員
の
方
と

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
留
守
家
庭
の
児
童
の

方
を
安
全
に
お
預
か
り
す
る
中
で
、
そ
の
内

容
も
充
実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。宇

佐
美
直
道 

議
員

小
・
中
学
校
の
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を

　

今
年
の
夏
は
特
に
暑
さ
が
厳
し
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
が
、
日
本
の
平
均
気
温
は
１
０
０

年
あ
た
り
約
１
・
１
６
度
上
昇
し
て
い
る
と

言
わ
れ
、
特
に
１
９
９
０
年
以
降
は
高
温
と

な
る
年
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
夏
休
み
が
あ
る
と
は
い
え
、

そ
の
前
後
１
か
月
程
度
は
、
厳
し
い
暑
さ
の

中
で
の
授
業
と
な
っ
て
お
り
、
児
童
・
生
徒

に
と
っ
て
は
、
熱
中
症
の
危
険
が
高
く
な
る

こ
と
や
授
業
へ
の
集
中
力
に
影
響
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
、
早
期
に
暑
さ
対
策
を
と
保
護

者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
要
望
が
出
て
い
ま
す
。

池
田
町
で
は
、
既
に
全
小
学
校
に
ク
ー
ラ
ー

を
付
け
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
町
で
は
平
成
26
年
度
に
、
小
中

学
校
空
調
設
備
整
備
事
前
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
空
調
設
備
の
整

備
に
ど
の
位
の
費
用
が
か
か
り
、
ど
の
よ
う

に
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
国
庫
補
助
金
待
ち
と
の
話
も
聞
き
ま

す
が
、
補
助
金
が
間
に
合
わ
な
く
て
も
取
り

合
え
ず
１
、２
校
か
ら
で
も
着
手
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。町  

長

　

小
・
中
学
校
へ
の
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
国
庫
補
助
事
業
で
あ
り
、
今
、
県

を
通
し
て
文
部
科
学
省
に
要
望
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
教
育
長
よ
り
答
弁
さ

せ
ま
す
。

教 

育 

長

　

現
在
、町
立
の
小
・
中
学
校
に
は
、保
健
室
、

会
議
室
、
特
別
教
室
の
一
部
等
に
ク
ー
ラ
ー

が
設
置
さ
れ
、
普
通
教
室
に
は
設
置
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
気
温
上
昇
の
影
響
で
、
近
年
、
教
室

で
生
活
、
学
習
す
る
児
童
・
生
徒
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
空
調
設
備
事
業

事
前
調
査
に
よ
る
と
、
学
校
規
模
の
違
い
に

よ
り
額
の
多
少
は
あ
り
ま
す
が
、
１
校
あ
た

り
数
千
万
円
程
度
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
町
と
し
て
、ク
ー
ラ
ー
設
置
に
向
け
て
、

国
へ
の
補
助
金
申
請
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
ク
ー
ラ
ー
設
置
事
業
は
全
国
で
も
希

望
が
多
数
あ
り
、
揖
斐
川
町
は
採
択
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。

　

学
校
の
環
境
整
備
の
充
実
の
た
め
に
、
教

室
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
は
必
要
な
こ
と
と
考

い
、
そ
し
て
私
ど
も
も
岐
阜
県
防
災
会
議
の

中
で
意
見
を
言
い
な
が
ら
今
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
状
で
進
め
て
い
け
ば
、
安
全
で
あ

る
か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
町
と
し
て

は
県
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
意
見
を
申
し
て

お
り
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す
。

宇
佐
美
直
道 

議
員

学
童
保
育
に
対
す
る
支
援
体
制
の
充
実
に
つ

い
て

　

学
童
保
育（
留
守
家
庭
児
童
教
室
）は
、
日

中
保
護
者
が
家
庭
に
い
な
い
児
童
を
対
象

に
、
授
業
終
了
後
や
夏
休
み
に
適
切
な
遊
び

や
生
活
の
場
を
与
え
て
、
児
童
の
健
全
な
育

成
を
図
る
保
育
事
業
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
、
共
働
き
の
家
庭
が
増
え
、
需
要
が
ま
す

ま
す
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
小
島
小
学
校
下
の
児
童
教
室

は
、
定
員
40
人
に
対
し
夏
休
み
期
間
中
は
70

人
近
く
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
小
学
校

全
体
の
３
分
の
１
に
達
し
て
お
り
、
子
育
て

の
観
点
か
ら
軽
視
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
現
実
は
、
同
じ
小
学
校
の

児
童
な
が
ら
１
日
の
学
校
の
授
業
が
終
了
す

る
時
点
で
管
理
体
制
が｢

教
育｣

の
管
轄
か

ら｢

福
祉｣

へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
縦

割
り
行
政
の
様
々
な
ひ
ず
み
が
生
じ
て
い
ま

す
。

　

厚
生
労
働
省
の｢

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運

営
指
針｣

を
参
考
に
保
育
現
場
の
声
を
聞
く

と
、①
専
用
区
画
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、

〝
間
借
り
〟
感
が
否
め
な
い
こ
と
。
一
般
教

室
と
の
境
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
が
架

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
も
あ
り
、
特
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え
て
お
り
、
国
・
県
に
対
し
て
強
く
補
助
金

を
要
望
し
、
町
の
財
政
事
情
を
勘
案
し
な
が

ら
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

林 

　 

幹 

夫 

議
員

人
口
２
万
人
を
保
持
し｢
い
き
が
い｣

豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

地
方
創
生
が
声
高
く
叫
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
少
子
化
は
予
測
さ
れ
て
い
る
以
上
に
深

刻
で
、
よ
う
や
く
生
活
年
齢
に
入
っ
た
若
者

も
都
市
生
活
に
憧
れ
て
、
都
会
へ
流
出
し
て

行
く
の
が
現
実
の
こ
と
で
、
産
業
的
、
観
光

的
に
よ
ほ
ど
の
特
色
が
あ
る
地
域
以
外
は
、

人
口
問
題
の
悩
み
は
尽
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
こ
の
少
数
化
し
た
若

者
に
、
こ
の
町
を
受
け
継
が
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
揖
斐
川
町

を
、
も
う
一
度
見
直
し
て
素
晴
ら
し
い
も
の

は
掘
り
起
こ
し
足
り
な
い
も
の
を
補
っ
て
、

若
者
が
求
め
る
町
に
仕
立
て
上
げ
る
こ
と
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
の
合
併
で
、
町
の
面
積
は

８
０
３
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
そ
し
て
そ
の

93
パ
ー
セ
ン
ト
が
急
峻
な
山
岳
が
占
め
る
特

異
な
地
形
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
っ
て
い
た
自
然
と
歴
史
、
伝
統
文
化
を
尊

重
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
創
ら
れ
た

揖
斐
川
町
第
１
次
総
合
計
画
を
基
本
と
し
、

３
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
地
域
情
報
・
道
路
・

公
共
交
通
）の
整
備
を
、
こ
の
10
年
間
積
極

的
に
推
進
し
た
結
果
、
今
日
で
は
相
応
の
成

果
を
得
て
い
ま
す
。

　

長
年
の
間
、
夢
の
こ
と
で
あ
っ
た
北
陸
地

方
と
の
通
年
交
通
が
現
実
化
し
、
徳
山
ダ
ム

の
完
成
で
治
水
に
成
功
、
更
に
町
内
外
の
出

来
事
も
瞬
時
に
伝
え
地
域
住
民
の
不
安
を
取

り
除
く
方
策
な
ど
、
今
は
い
く
つ
も
の
事
業

が
町
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
厳
し
い
世
相
が
続
く
中
、
長
年

に
わ
た
り
事
業
を
展
開
さ
せ
て
き
た
も
の

の
、ま
だ
、道
半
ば
の
事
業
も
い
く
つ
か
残
っ

て
い
ま
す
。

　

緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
る
原
発
対
応
で
、

緊
急
防
護
処
置
区
域
の
妥
当
性
を
更
に
追
及

し
、
住
民
の
身
を
守
る
対
策
や
広
大
な
山
林

を
抱
え
収
益
性
に
関
係
な
く
事
業
と
し
て
の

開
発
の
手
が
か
り
も
つ
か
め
な
い
上
に
、
多

発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
伴
う
土
砂
災
害
へ
の

緊
急
対
策
が
求
め
ら
れ
る
山
林
対
応
。
特
に

深
刻
な
人
口
減
少
と
い
う
課
題
の
克
服
な
ど

で
、
重
要
事
項
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
１
月
31
日
に
合
併
10
周
年
の
節
目

を
迎
え
、
併
せ
て
10
月
に
は
皇
太
子
殿
下
を

迎
え
て
の
全
国
育
樹
祭
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
新
た
な
10
年
に
向
け
た
揖
斐
川
町
第
２

次
総
合
計
画
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

次
の
世
代
に
受
け
継
ぐ
揖
斐
川
町
の
体
制

を
固
め
る
時
期
に
来
て
お
り
、
見
直
す
必
要

の
あ
る
課
題
、
仕
上
げ
を
急
ぐ
事
業
な
ど
に

振
り
分
け
る
時
だ
と
思
い
ま
す
。

　

何
よ
り
も
、
こ
れ
か
ら
の
揖
斐
川
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
こ
の
町
を
受
け
継
い
で
く

れ
る
年
代
の
人
た
ち
を
筆
頭
に
、
こ
の
町
に

暮
ら
す
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
知
恵

を
出
し
、
共
に
支
え
合
い
、
自
然
と
共
に
健

康
な
ま
ち
を
創
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
若
者
た
ち
が
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
事
業

の
掘
り
起
し
が
、
最
大
の
課
題
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
揖
斐
川
町
と
い
う
テ
ー
ブ
ル
を
左
右

す
る
人
に
は
、
長
年
積
み
重
ね
た
知
識
と
経

験
を
持
つ
人
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
い
く
つ
か
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
次

の
世
代
が
受
け
継
ぐ｢

い
き
が
い｣

豊
か
な

揖
斐
川
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
宗
宮

町
長
か
ら
来
年
度
以
降
の
町
政
に
対
す
る
所

信
と
決
意
の
ほ
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町  

長

　

こ
れ
か
ら
揖
斐
川
町
と
し
て
は
、
第
２
次

総
合
計
画
の
事
業
の
中
身
に
つ
い
て
し
っ
か

り
踏
ま
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
ま
ち
づ
く
り
は
、
議
会
の

皆
さ
ん
方
や
住
民
の
皆
さ
ん
方
も｢

自
然
健

幸
の
ま
ち
い
び
が
わ｣

と
い
う
も
の
で
、
進

ん
で
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

形
が
一
番
望
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
し
、
ま
ち

づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
１
月
の
合

併
10
周
年
に
お
い
て
、
小
学
校
１
年
生
の
子

が｢

つ
な
が
っ
た　

ま
ち
も
む
ら
も　

ひ
と

の
わ
も｣

と
い
う
標
語
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
私
は
も
の
す
ご
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
子
ど
も
が
評
価

を
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
議
会
の
皆
さ
ん
方
を

中
心
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
方
が
こ
ぞ
っ
て
応

援
し
て
頂
け
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
も

順
次
皆
さ
ん
方
と
お
話
を
し
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
な
お
一
層
の
飛
躍
を
す
る
も
の
を

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
こ
れ
か
ら
は
、
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
海
環
状
自

動
車
道
を
は
じ
め
と
す
る
そ
れ
に
つ
な
が
る

ア
ク
セ
ス
道
路
、
冠
山
峠
道
路
あ
る
い
は
、

鶴
見
の
道
路
、
鉄
嶺
ト
ン
ネ
ル
と
い
っ
た
も

の
が
重
要
な
ア
ク
セ
ス
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
一
層
進
み
ま
す
よ
う
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　９月２日（金）から ９月９日（金）まで開催された平成 28 年第４回揖斐川町議会定例会において、平成 27 年
度一般会計、特別会計および企業会計の決算が原案のとおり認定されました。
　平成 27 年度決算について皆さんにお知らせします。

平成27年度会計別決算の内訳
内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 額

決　算　総　額 226億8,827万7,404円 215億2,048万8,907円 11億6,778万8,497円
一　般　会　計 161億3,492万838円 150億7,111万2,651円 10億6,380万8,187円
特　別　会　計 65億5,335万6,566円 64億4,937万6,256円 1億398万310円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 31億3,101万5,085円 31億600万4,135円 2,501万950円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億8,841万1,909円 2億8,490万7,017円 350万4,892円
国民健康保険直診勘定特別会計 1億758万3,329円 9,826万2,598円 932万731円
大 和 簡 易 水 道 特 別 会 計 7,379万4,742円 6,343万2,938円 1,036万1,804円
脛 永 簡 易 水 道 特 別 会 計 1,910万6,286円 1,510万1,456円 400万4,830円
市 場 簡 易 水 道 特 別 会 計 1,276万2,051円 1,070万913円 206万1,138円
谷 汲 簡 易 水 道 特 別 会 計 9,226万8,553円 8,989万3,766円 237万4,787円
北 部 簡 易 水 道 特 別 会 計 1億7,215万1,792円 1億7,118万2,352円 96万9,440円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 12億9,140万8,294円 12億7,299万9,639円 1,840万8,655円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 7億313万1,150円 6億9,281万735円 1,032万415円
個 別 排 水 事 業 特 別 会 計 1億2,254万4,922円 1億1,933万6,381円 320万8,541円
町 営 住 宅 事 業 特 別 会 計 7,323万1,164円 7,021万3,530円 301万7,634円
杉 原 地 域 土 地 取 得 等 特 別 会 計 162万1,667円 162万円 1,667円
徳山ダム上流域公有地化特別会計 1億7,815万4,699円 1億7,815万4,699円 0 円
地 域 情 報 特 別 会 計 2億5,196万6,320円 2億5,018万1,551円 178万4,769円
北 方 財 産 区 特 別 会 計 2,039万1,062円 1,584万370円 455万692円
大 和 財 産 区 特 別 会 計 564万8,241円 563万3,769円 1万4,472円
谷 汲 財 産 区 特 別 会 計 704万9,104円 243万4,706円 461万4,398円
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 56万4,119円 51万5,701円 4万8,418円
横 蔵 財 産 区 特 別 会 計 55万2,077円 15万円 40万2,007円

企業会計
内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額

上水道事業会計（収益的） 2億5,860万3,691円 2億3,950万6,183円
上水道事業会計（資本的） 3億1,643万7,000円  5億3,693万2,302円

平成27年度の主な事業
地 域 交 流 セ ン タ ー 建 設 事 業 12 億 5,514 万 1,440 円
谷汲ディサービスセンター整備事業 4 億 2,838 万 8,480 円
児 童 生 徒 医 療 支 給 事 業 6,149 万 6,965 円

一般会計歳出
内　　　訳 歳　出　額

議会費　議会の運営に 1億2,082万1,251円
総務費　一般的な事務に 24億1,827万3,140円
民生費　福祉の充実に 34億7,719万5,766円
衛生費　健康づくりや清掃に 13億4,038万6,453円
農林水産業費　農林業などの振興に 13億7,429万9,085円
商工費　商工業や観光の振興に 4億6,456万5,193円
土木費　道路や河川の整備に 8億6,043万2,458円
消防費　消防や防災に 6億7,668万1,904円
教育費　生涯学習や学校教育に 24億5,060万7,890円
災害復旧費 1億1,374万5,800円
公債費　借入金の返済に 17億6,244万3,711円
諸支出金 1,166万円
一般会計歳出総額 150億7,111万2,651円

議会費　0.8％

総務費
16.0％

民生費
23.1％

衛生費
8.9％

教育費
16.3％

諸支出金　0.1％

公債費
11.7％

災害復旧費
0.7％

農林
水産業費
9.1％商工費　3.1％

土木費
5.7％

消防費
4.5％

一般会計
歳出総額

150億7,111万
2,651円

平成27年度の決算 をお知らせします
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「秋季火災予防運動」
11月９日（水）から11月15日

（火）まで、秋季火災予防運動を
実施します。
火災予防運動は住民の皆さんの
予防意識の高揚を図るとともに、
火災の発生を防ぐことを目的とし
て実施します。

住宅防火 いのちを守る
７つのポイント

～３つの習慣・４つの対策～
★３つの習慣

◦寝たばこは、絶対やめる。
◦ストーブは、燃えやすいものから離
れた位置で使用する。
◦ガスコンロなどのそばを離れるとき
は、必ず火を消す。

★４つの対策
◦逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災
警報器を設置する。

◦寝具、衣類及びカーテンからの火災
を防ぐために、防炎品を使用する。
◦火災を小さいうちに消すために、住
宅用消火器等を設置する。
◦お年寄りや身体の不自由な人を守る
ために、隣近所の協力体制をつくる。

平成28年度全国統一防火標語
「消しましょう　
� その火その時　その場所で」

11月29日（火）11時00分頃
　揖斐川町では、地震や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム
（J
ジェイ
-A
ア ラ ー ト
LERT）から送られてくる国からの緊急情報を、音声告知放送を用い

て皆さんへお伝えするシステムを導入しています。上記日程により情報伝
達の試験を行います。

揖斐川町が実施する試験は次のとおりです。
【音声告知放送等による放送試験】
　各家庭の音声告知端末および屋外スピーカーから以下の内容で一斉放送
が行われます。

〈放送内容〉
「これは、テストです」（×３回） 
⇒ 「こちらは、防災揖斐川町です」 ⇒ チャイム

【注意】揖斐川町以外でも、全国的にさまざまな手段で情報伝達試験が
実施されます。

全国瞬時警報システム（J
ジェイ
-A
ア ラ ー ト
LERT）とは

　すぐに対処が必要な地震・津波や武力攻撃などの緊急情報について、国から
町へ人工衛星などを通じて瞬時に配信されるシステムで、皆さんのご家庭に
ある音声告知放送を自動的に起動して警報をお伝えするものです。

【お問い合せ先】揖斐川町役場総務課　℡２２－２１１１

一般会計歳入
内　　　訳 歳　入　額

自
主
財
源

町 税 41億44万3,320円
分 担 金 お よ び 負 担 金 1億1,253万6,225円
使 用 料 お よ び 手 数 料 1億170万1,711円
財 産 収 入 3,706万844円
寄 附 金 2,654万1,453円
繰 入 金 7億9,203万8,675円
繰 越 金 5億5,596万2,490円
諸 収 入 3億7,540万2,754円

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 1億5,005万1円
利 子 割 交 付 金 565万5,000円
配 当 割 交 付 金 1,626万3,000円
株式等譲渡所得割交付金 1,596万2,000円
地 方 消 費 税 交 付 金 4億3,183万6,000円
ゴルフ場利用税交付金 2,741万9,775円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 3,290万4,000円
地 方 特 例 交 付 金 695万2,000円
地 方 交 付 税 61億6,152万6,000円
交通安全対策特別交付金 238万7,000円
国 庫 支 出 金 11億5,620万8,402円
県 支 出 金 8億2,717万188円
町 債 11億9,890万円

一般会計歳入総額 161億3,492万838円

地方譲与税	 利子割交付金
配当割交付金	 株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金	 ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金	 地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

諸収入　2.3％

地方譲与税等　4.3％

繰越金　3.5％
繰入金　4.9％

寄附金
0.2％

使用料および
手数料
0.6％

分担金および負担金
0.7％

財産収入
0.2％

町税
25.4％

町債
7.4％

地方交付税
38.2％

国庫支出金　7.2％
県支出金　5.1％

依
存
財
源
	62.2％

自主財
源
	3
7
.8
％

一般会計
歳入総額

161億3,492万
838円

平成27年度の決算 をお知らせします

音声告知放送などを用いた
全国一斉の緊急情報の伝達試験を実施
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅　
３
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
３
，
３
０
０
円
～

・
そ
の
他　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

② 

島
住
宅　
１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

２
台

・
家　

賃　
　

２
３
，
２
０
０
円
～

③ 

北
方
奥
郷
住
宅
（
３
Ｄ
Ｋ
）　
１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

２
５
，
２
０
０
円
～

④ 

北
方
奥
郷
住
宅
（
２
Ｄ
Ｋ
）　
１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

２
０
，
１
０
０
円
～

■
敷
金　
家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が

必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

　

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
　

11
月
１
日（
火
）
～
15
日（
火
）

■
入
居
予
定
日

平
成
28
年
12
月
下
旬
を
予
定

⑤ 

さ
つ
き
（
北
方
）
住
宅
お
よ
び
、
谷
汲
・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�
下
水
道
接
続
を
！

 

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
等

説
明
会
の
ご
案
内

大
垣
税
務
署
で
は
、
青
色
申
告
を
さ
れ
て

い
る
個
人
の
方
を
対
象
に
、
決
算
に
お
け
る

留
意
事
項
等
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
28
日（
月
）

　
　
　

10
時
～
12
時

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
大
垣
市
民
会
館　

大
会
議
室

　
　
　

大
垣
市
新
田
町
１
‐
２

青
色
申
告
決
算
書
用
紙
は
確
定
申
告
書
用

紙
に
同
封
し
て
送
付（
２
月
上
旬
）
し
ま
す
。

（
電
子
申
告
の
方
に
は
、
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
）

な
お
、
青
色
申
告
決
算
書
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

大
垣
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門

℡
０
５
８
４
‒
７
８
‒
４
１
０
４

 

臨
時
福
祉
給
付
金
申
請
受
付
中

低
所
得
者
に
対
す
る
国
の
暫
定
的
・
臨
時

的
措
置
と
し
て
、
９
月
１
日
か
ら
臨
時
福
祉

給
付
金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
方
に
は
、
９

月
上
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の

で
、
未
申
請
の
方
は
お
早
め
に
ご
申
請
く
だ

さ
い
。

■
支
給
対
象
者

臨
時
福
祉
給
付
金

基
準
日（
平
成
28
年
１
月
１
日
）
に
揖
斐

川
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
の
町

民
税（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。

た
だ
し
、
平
成
28
年
度
の
町
民
税
課
税
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

支
給
額

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
千
円

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

（
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
）

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者

の
う
ち
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

等
を
受
給
し
て
い
る
方
。

※
た
だ
し
、
本
年
４
月
～
７
月
に
受
け
付
け

た
高
齢
者
向
け
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金（
３
万
円
）
を
受
給
さ
れ

た
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

■
申
請
締
切

平
成
28
年
12
月
１
日（
木
）

■
受
付
場
所

本
庁
お
よ
び
各
振
興
事
務
所（
郵
送
可
）

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
福
祉
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
３
１
）

 

女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す

揖
斐
川
町
消
防
団
で
は
、
女
性
消
防
団
員

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
期
間　
平
成
29
年
２
月
末
ま
で

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
入
団
要
件

・
揖
斐
川
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

・
18
歳
以
上
の
方

・
心
身
と
も
に
健
康
で
志
操
堅
固
な
方

・
消
防
業
務
を
理
解
し
、
職
務
に
精
励

で
き
る
方

・
責
任
感
が
強
く
、団
体
行
動
が
と
れ
る
方

■
活
動
内
容

・
防
火
広
報
・
火
災
予
防
活
動

・
式
典
、
訓
練
へ
の
参
加　

な
ど

■
任
期

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
２
年

（
任
期
満
了
後
、
引
き
続
き
継
続
可
能
）

■
身
分
・
処
遇

・
非
常
勤
の
特
別
公
務
員

・
報
酬
及
び
各
種
手
当
支
給

・
公
務
災
害
補
償

・
退
職
報
償
金（
勤
続
５
年
以
上
）

・
表
彰

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
２
２
）



23 Public Information IBIGAWA  2016. 11

 

９
月
の
「
星
を
見
る
会
」

県
内
最
大
級
の
口
径
60
㎝
反
射
望
遠
鏡
で

「
見
て
楽
し
い
天
体
」
を
観
察
し
ま
す
。　

秋
の
澄
ん
だ
空
に
見
ら
れ
る
興
味
深
い
天

体
の
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時

11
月
５
日（
土
）
18
時
～
19
時

11
月
19
日（
土
）
18
時
～
19
時

■
観
察
天
体

天
王
星
、
海
王
星
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河

な
ど
。（
５
日
は
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
も
）

※
曇
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

■
場
所　
揖
斐
川
町
鶴
見　

西
美
濃
天
文
台

■
参
加
費　
小
学
生
以
上
１
０
０
円
／
人

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

℡
５
２
‒
２
６
１
１

当
日
の
16
時
30
分
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
月
・
火
曜
日
は
休
館
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
等

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
女
性
を
め
ぐ
る
人
権

相
談
に
、
人
権
擁
護
委
員
が
中
心
と
な
っ
て

電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
14
日（
月
）
～
20
日（
日
）

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
19
時

土
・
日
曜
日　

10
時
～
17
時

■
電
話
番
号

℡
０
５
７
０
‒
０
７
０
‒
８
１
０

■
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員

※
強
化
週
間
以
外
の
日
で
も
、
平
日
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談
窓
口

・
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は

http://w
w
w
.m
oj.go.jp/JIN

K
EN
/

jinken113.htm
l

・
携
帯
電
話
か
ら
は

https://w
w
w
.jinken.go.jp/soudan/

m
obile/001.htm

l

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

（
公
社
）
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

剪
定
講
習
会
の
ご
案
内

技
術
力
の
向
上
と
安
全
作
業
を
め
ざ
し
、

剪
定
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
29
日（
火
）
８
時
30
分

　
　
　
　
（
悪
天
候
の
場
合
は
30
日
）

※
一
般
の
方
の
参
加
可（
要
申
込
み
）

会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
会
員
が
、
長

年
培
っ
た
経
験
や
特
技
を
い
か
し
て
地
域
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
会
員
に
な
っ

て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
お
仕
事
の

ご
依
頼
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

仕
事
例

畑
仕
事
、
草
刈
り
・
草
取
り
、
ペ
ン
キ
塗

り
、
襖
・
障
子
張
り
、
宛
名
書
き
、
病
院

等
付
き
添
い
、
家
事
援
助（
洗
濯
、
部
屋

の
掃
除
、
風
呂
掃
除
、
窓
拭
き
、
食
事
作

り
、
買
い
物
、
片
付
け
）、
軽
作
業
、
社

内
清
掃
等

今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

11
月
７
日（
月
）、
21
日（
月
）　

10
時
開
始（
約
１
時
間
半
）

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階　

会
議
室

【
お
問
い
合
せ
】

（
公
社
）
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

℡
２
３
‒
０
９
０
７（
８
時
30
分
～
17
時
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

輝
く
女
性
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

～
決
勝
大
会
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
～

大
垣
青
年
会
議
所
で
は
、
女
性
が
生
き
生

き
と
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
、
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
審
査
済
み
の
４
つ
の
入
選
作
品（
ア
イ

デ
ア
）
の
中
か
ら
、
特
別
審
査
員
と
当
日
一

般
参
加
者
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
19
日（
土
）
13
時
～
16
時

■
場
所　

大
垣
女
子
短
期
大
学
多
目
的
ホ
ー
ル

■
託
児
無
料

11
月
12
日（
土
）
ま
で
に
要
予
約

■
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て

募
集
し
た
ア
イ
デ
ア（
締
切
済
）
の
テ
ー

マ
は
、「
子
育
て
し
や
す
い
社
会
」「
働
く
女

性
を
応
援
す
る
社
会
」「
女
性
が
自
分
ら
し

く
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
」で
し
た
。　
　
　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
新
し
い

生
き
方
、
働
き
方
を
具
現
化
し
て
い
く
た
め

の
、
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

公
益
社
団
法
人
大
垣
青
年
会
議
所

℡
０
５
８
４
‒
４
７
‒
８
２
７
５

 

不
動
産
無
料
相
談
会

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
西
濃
支
部
で
は
、
土
地
や
建
物
に
関
す

る
理
解
の
普
及
・
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、

不
動
産
の
取
引
に
関
す
る
苦
情
や
ト
ラ
ブ

ル
、
法
律
、
空
家
問
題
、
そ
の
他
不
動
産
に

関
す
る
悩
み
ご
と
な
ど
、
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
26
日（
土
）
13
時
～
16
時

■
場
所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
は
な
も
も
」

※
相
談
無
料
、
申
込
み
不
要

【
お
問
い
合
せ
】

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
西
濃
支
部

℡
０
５
８
４
‒
７
３
‒
２
３
０
０

 

「
福
祉
講
座
」

岐
阜
県
年
金
受
給
者
協
会
で
は
次
の
と
お

り
福
祉
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
参
加
無
料
）

■
日
時　
11
月
25
日（
金
）
13
時
～
16
時

■
会
場　
大
垣
市
情
報
工
房
５
階
ス
イ
ン
ク
ホ
ー
ル

■
内
容

・
年
金
講
座「
年
金
の
現
状
」

・
寸
劇「
悪
質
商
法
の
手
口
と
対
処
法
」

・
歴
史
講
話「
養
老
改
元
に
つ
い
て

　

～
１
３
０
０
年
祭
開
催
に
向
け
て
～
」

■
対
象　
西
濃
地
域
２
市
９
町
に
在
住
の
方

■
定
員　
１
５
０
人（
先
着
順
）

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

岐
阜
県
年
金
受
給
者
協
会（
ぎ
ふ
友
和
会
）

℡
０
５
８
‒
２
１
０
‒
２
６
１
１

fax
０
５
８
‒
２
１
０
‒
２
６
１
２
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８
月
に
発
生
し
た
台
風
10
号
に
よ
り
、
芽
室
町
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
被
害
状
況
を
報
道
な
ど

で
知
っ
た
揖
斐
川
町
の
皆
さ
ん
に
多
く
の
心
配
を
お
掛
け
し
た
と
と
も

に
、
温
か
い
ご
支
援
を
頂
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

被
害
の
状
況
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
８
月
30
日
か
ら
31
日

の
総
雨
量
が
多
い
と
こ
ろ
で
４
０
０
㍉
を
超
え
、
河
川
沿
い
の
地
域
の

１
１
７
０
世
帯（
３
２
１
４
人
）
を
対
象
に
避
難
指
示
又
は
避
難
勧
告
を

発
令
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
河
川
氾
濫
に
よ
り
、
住
宅
被
害
は
全
壊

１
棟
、
半
壊
２
棟
、
床
上
浸
水
49
棟
、
床
下
浸
水
69
棟
、
16
社
が
浸
水
被

害
等
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
道
路
や
農
業
用
施
設
等
の
公
共
施
設
の
被

害
額
が
約
45
億
円
、
農
地
被
害
約

29
億
円（
９
月
23
日
現
在
）
で
あ
り
、

土
砂
の
流
入
出
や
冠
水
に
よ
り
収

穫
時
期
を
迎
え
て
い
た
農
作
物
や

今
後
の
農
作
業
に
も
多
大
な
る
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
災
害

復
旧
復
興
本
部
を
立
ち
上
げ
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
復
旧
、

復
興
に
向
け
て
の
歩
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�

芽
室
町
企
画
財
政
課
　
齋
藤

この度、次の方が長寿者褒賞を受けられ、
長寿のお祝いと報奨金が贈られました。
� 皆さん、これからもお元気で長生きをしてください。

寿長ご さん
今月の

青木　文雄さん（谷汲長瀬）
� ９月20日（火）　95歳

村瀬　ふみさん（上野）
� ９月30日（金）　100歳

藤原　ヨネさん（春日小宮神）
� ９月７日（水）　95歳

谷口　やすゑさん（清水）
� ９月１日（木）　95歳

自　衛　官　募　集

※受験資格の年齢は各種目とも平成29年４月１日現在です。
【お問い合せ】	 自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所　大垣市林町５－18　光和ビル２階
	 ℡０５８４－７３－１１５０

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日 合格発表

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒

男子で中卒
（見込含）
17歳未満

推 薦 平成28年11月１日～
平成28年12月２日

平成29年１月７日～９日
※いずれか１日 平成29年１月18日

一 般 平成28年11月１日～
平成29年１月６日

【１次】平成29年１月21日
【２次】平成29年２月２日～５日
※いずれか１日

【１次】 
平成29年１月27日

【最終】 　　
平成29年２月17日

自衛官候補生 18歳以上
27歳未満 男 子 年間を通じて

行っております。

【第６回】平成28年11月18日
【第７回】平成28年12月２・３日
※いずれか１日を指定

試験時に
お知らせします

明
治
時
代
、
揖
斐
川
町
か
ら
北
海
道
芽
室
町
ヘ
多
く
の
開
拓
者
が
移
住

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
背
景
に
、
平
成
18
年
揖
斐

川
町
と
芽
室
町
は「
友
好
都
市
提
携
」
を
結
び
、両
町
の
友
好
や
教
育
・
文
化
・

産
業
分
野
に
加
え
て
、
防
災
面
で
も
積
極
的
に
交
流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
か
ら
1
か
月
お
き
に
、
芽
室
町
か
ら
の
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
。

▲緊張の時間が続いた災害対策本部
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窓口だより

【発行】揖斐川町　　【編集】企画部政策広報課
〒５０１-０６９２　岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪１３３番地　ＴＥＬ０５８５-２２-２１１１　ＦＡＸ０５８５-２２-４４９６　ＵＲＬｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｉｂｉｇａｗａ.lg.ｊｐ/

窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。

広報いびがわ2016年10月25日発行　No
. 141

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 22,066（�△ 25）10,559 11,507 7,956（� △ 6）

揖斐川地域 16,368（�△ 28） 7,872� 8,496 5,615（� △ 6）

谷汲地域 3,118（� 3） 1,490� 1,628 1,114（� 0）

春日地域 1,018（� △ 1） 485� 533 475（� △ 1）

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

久瀬地域 952（� 1） 446� 506 401（� 1）

藤橋地域 226（� 0） 108� 118 138（� △ 1）

坂内地域 384（� 0） 158� 226 213（� 1）

出生 9人 /死亡 23人 /転入等 27人 /転出等 38人
〈平成 28年 9月 30日現在〉

10 月 31 日（月）	 町（県）民税　３期分
	 国民健康保険税　6期分
	 後期高齢者医療保険料　4期分
11 月 30 日（水）	 国民健康保険税　7期分
	 後期高齢者医療保険料　5期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

13日（日）	 ・いびがわマラソン2016
	 ・谷汲もみじまつり
19日（土）	 ・いびがわ歌謡ショー
19日（土）～20（日）
	 ・第2回いびがわ産業フェスティバル
20日（日）	 ・横蔵寺もみじまつり
23日（水・祝）	・第12回秋の城台山公園と
	 　揖斐川の町並みウォーキング
27日（日）	 ・岐阜県原子力防災訓練

平成28年９月届出分

字　名 氏 　 名 年齢

北 方 折 戸 景 雄 95
北 方 林 　 文 雄 88
上 南 方 小 玉 春 子 92
房 島 中 村 英 相 75
三 輪 不 破 敏 子 96
三 輪 松 岡 勝 子 75
志 津 山 川 出 惠 子 81
清 水 宗 宮 　 明 70
𦙾 永 野 原 正 明 78
白 樫 小 川 　 勇 89
市 場 小 寺 房 子 80
谷 汲 名 礼 平 井 和 子 83
谷 汲 名 礼 鹿 野 秀 夫 89
谷 汲 徳 積 髙 𣘺 　 好 86
春 日 川 合 小　寺　 きゑ 93
乙 原 高 橋 き み 94
坂 内 川 上 𫝆 井 鎬 一 83

字　名 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

房 島 橋
はし

本
もと

宗
むね

久
ひさ

泰 雄 可 奈
三 輪 小

こ
林
ばやし

咲
さ
奈
な

勇 哉 彩 香

三 輪 室
むろ

　 藍
あい

喜
き

博 志 咲 帆

𦙾 永 坪
つぼ

井
い
佑
ゆう

樹
き

貴 喜 加奈子

上 野 奥
おく

冨
とみ

真
ま
鈴
りん

公 太 有 里

上 野 藤
ふじ

原
はら

佑
ゆ
來
ら

玄 宜 恵

新 宮 森
もり

　 翔
かけ

琉
る

信 男 加奈子

夫 妻

久 野 　 倫 孝（上南方） アルパ　チャーメイン（フィリピン）

小 寺 　 隆 太（春日川合） 坂 本 　 　 唯（滋賀県東近江市）

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

Birth出生　お誕生おめでとう

納期限のお知らせ11月の主な行事

Population人口
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